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Name: ytsuyuzaki 最近の活動‧興味関⼼

⾃⼰紹介

From: 千葉
チーバくんの肩らへん

Location:
安曇野の上の⽅

Job: フリーランス Webエンジニア
（ Laravel / バックエンドPG ）

Tech：
 - PHP / Laravel / WordPressプラグイン
 - Node / Vue / Electron
 - Linux Mint / Ubuntu
 - LLM（Ollama） / Dify / Firecrawl

‧信州 WordPress Meetup in 松本
今回で 3 回⽬の参加。

‧WordPress Kansai 参加
参加中に⾃作プラグイン BeastFeedbacks を
公式ディレクトリへ申請（レビュー待ち）
GitHub:  ytsuyuzaki/beastfeedbacks

‧WordPress診断ツール「MozCheck」公開
WordPressサイトの脆弱性‧設定チェックを⾏う
⾃作ツール（ Laravel ）
https://mozcheck.jp/

‧WordPressフォーラムの監視と課題調査
フォーラム投稿を収集し、トラブル傾向の把握。

https://github.com/ytsuyuzaki/beastfeedbacks


本⽇のトピック



とにもかくにも⽣成AI



とにもかくにも⽣成AI

今年の流⾏語にノミネート

チャッピー
（ChatGPT）

https://news.yahoo.co.jp/articles/d07ac4d62b7ed49b56cd4af27571899b37953dda
Source: news.yahoo.co.jp

https://news.yahoo.co.jp/articles/d07ac4d62b7ed49b56cd4af27571899b37953dda


とにもかくにも⽣成AI

⽣成AIについての話題が事⽋かない

過去の業務でも、⽂章⽣成や⾳声書き起こしなど
⽣成AIを使ったシステムをいくつか作ってきました。

主に ChatGPT API を使って実現していましたが、
使えば使うほど課⾦が積み上がるので、気軽には回せない。
（システムに組み込むためのAPIは課⾦が必須）

それでも、もっと⾃由に使いたい――



ローカルLLM



ローカルLLM

ローカルLLM（いわば“劣化版ChatGPT”）を使うと、
⼿元のPCだけで⽣成AIを動かせます。

精度は有料の ChatGPT や Gemini には及びませんが、
無料で使い放題という⼤きなメリットがあります。
私はゲーミングPCで動かしています。

質を上げたい場合は、⽤途を絞って
事前情報を与える仕組み（RAG）を使うのが有効。

あとは、どうサービスとして活かすかを考えるだけ。



WordPressフォーラムの
解決トピックは使えるか？



WordPressフォーラムの解決トピック

WordPress でエラーが出ると、
公式フォーラムでの相談が案内されます。
名⽬は「議論の場」ですが、
実質は トラブル質問掲⽰板。
1⽇に 1〜5 件ほど投稿があり、かなり活発です。

特にアップデート絡みのトラブルが多く、
私も時々書き込んでいます。
回答者の多くは、将来のために知⾒を蓄積
しているような印象です。

そして、この “解決済みトピック” が
RAG にとって⾮常に有益なデータになると感じました。



試してみた



試してみた

システム構成

→ Gemini で⾒つけてきた関係ないそれっぽい構成図

‧Front: Dify - Web操作とLLMと組み込みRAGの繋ぎ込みを管

理。- 今回はチャットボットを作成

‧LLM: Ollama / gpt-oss-20b / kun432/cl-nagoya-ruri-large 

- 推論を実⾏するローカルエンジン。

‧Crawl: Node / Firecrawl - WordPressフォーラムのURLを収

集してLLMに取り込みやすいMarkdownに変換して Dify の 

RAG に取り込み 

https://framerusercontent.com/images/TaRijfypD3mHWpggoYE4DHVyQ0.png?width=1280&height=827
Source: dify.ai



試してみた

プロンプトは Web版のChatGPTで作成

‧WordPressフォーラムのURLをNodeスクリプトで収集

‧URLからFirecrawlでページ内容をMarkdownに変換

‧MarkdownをDifyのナレッジ（RAG）に登録

‧Difyでチャットボットを作成

‧gpt-ossでRAGを踏まえての⽂章⽣成



出来たけども‧‧‧

精度がいまいち。
RAGに登録したデータをちゃんと活⽤してくれない。

登録⽅法を意識していないのが原因かも？
事前登録のRAGをちゃんと整形したり、パラメータ調整がかなり重
要だと感じました。

シンプルなローカルLLM単体での精度が重要であり、
使⽤している gpt-oss が初期のローカルLLMモデルに⽐べて真っ当
な出⼒で使いやすいので、無いよりかはあった⽅が便利。程度には
使えます。
権利関係に不安があるので⼀般公開は考えていません。



Q&A
ご清聴ありがとうございました。

 ローカルAI構築に関するご質問をお受けしま
す。


